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今回は三井野原～横田庁舎をコースとして行いま
した。50名の方が参加され、糸原町⾧、絲原県
議、植田商工会⾧が開会式にご出席くださいまし
た。スタート直後の下り坂は、先導のセルリオ島根の
皆さんが速度を管理し、ゆっくりと下りました。途中、
【八川小学校の大銀杏前での記念撮影】や【国道
沿いのお店でお土産をゲット】など、秋の奥出雲を
満喫しながらゴールを目指しました。ゴール到着後は
女性部の皆さんにご協力いただき、豚汁やピコピコ
バーガー・石田とうふさんの豆腐セットをプレゼントしま
した。横田庁舎駐車場にて炎太鼓の演奏を楽しみ
ながら、ゲットしたグルメで昼食タイム。ホッケー体験
教室も開催し、全身で奥出雲を体感していただきま
した。三井野原までは木次線を利用して戻りました。
多くの方々のご協力のもと参加者・スタッフともに大き
なケガもなく、無事に終えることができました。
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※お手元への配布時に募集終了となっている場合があります。
　 ご了承ください。

令和5年10月24日（火）、松江市のサンラポーむらくもにて総勢123名が一堂に会し、「商工会しまね県大会」が開催さ
れました。今年度のテーマは「新たな挑戦～自己・事業・組織の変革で新たな価値を創造～」でした。第1部で県知事感
謝状、県連会⾧表彰の伝達が行われ、奥出雲町商工会から島根県知事感謝状（永年勤続役員）を稲田光男 監事が
受賞されました。また、島根県商工会連合会⾧賞として青年部・女性部員の方々が功労賞を受賞されました。最後に受賞
者を代表して、奥出雲町商工会稲田光男 監事が「それぞれ栄誉ある表彰を受けましたが商工会員の皆様はもとより関係
機関の皆様方のご指導とご支援の賜物である」と謝辞を述べられました。第2部では基調講演と青年部・女性部による主張
発表が行われ、第3部の交流会では島根県知事をはじめ多くの来賓の方々を交えて盛大に行われました。

【三成支部】 10月1日(日)
「三成地区文化祭」の４年ぶりとなるテント村に出

店しました。三成支部としては初めての出店で、女

性部さんの協力もあり、あつあつのおでんは大好評

でお昼までに100食が完売しました。商工会三成

支部として地域イベントの盛り上げに協力できたの

ではないかと思います。

馬木支部では、金言寺の大銀杏が見頃の時期に

合わせ、「いきいきアグリ馬木」を中心として、馬木

産の食材を使用した餅・山菜おこわなどを販売しま

した。町内外より多くの方に馬木を訪れていただき、

おもてなしの心でお迎えすることができました。

おくいずもバル2023が9月29日から10月2日に開催

され、町内４４店舗が参加するにぎやかな4日間とな

りました!来年度のバル事業に向けて検討を重ねてま

いります。また来年もお楽しみに～♪

みんなで

木次線を応援しよう



三井野原キャンプ場において、i-Rbaseproductsの景山裕さんの監修を受け、ソロキャンプ
イベントを開催しました。町内外から12名のビギナーキャンパーさんが参加され、フェザースティッ
ク作りや火起こしなども体験していただきました。夜は焚火を楽しんだり、お酒を飲んだり、参加
者さん同士で語り合ったりなど、ソロキャンプならではの時間を過ごしておられました。参加者の
方からは、「三井野原にははじめてきたが、とても良いところだった」「高原で空気が澄んでいて星
がとてもきれいだった」など、主催者の思いが伝わり、嬉しくなる感想を聞くことができました。

　 横田庁舎前駐車場において、よこただんだんフェスタが開催され、商工会女性部、青年部が出店しました。
女性部はキッズコーナー『輪投げゲーム』と『スーパーボールすくい』を行いました。女性部はここでもSDGｓ。ご家庭で眠ってい
たぬいぐるみやおもちゃを持ち寄り、輪投げゲームの景品としました。どちらのコーナーも大人気で、⾧い行列ができ、子供たち
のうれしそうな顔が印象的でした。青年部は青年部特製焼きそばを販売しました。こちらも人気でお昼ごろには完売。特別メ
ニューも登場し、美味しそうな香りをただよわせてフェスタを盛り上げました。 多くのお客様にお越しいただき、笑顔があふれた
フェスタににぎわいを添えることができました。

物価高騰により、大きな影響を受ける地元事業者への支援と生活に影響を受ける町民の皆さまの一助となるよう国の交付
金を活用し、令和6年1月31日まで使用できるプレミアム商品券の発売を奥出雲町と商工会が連携して実施しました。9月1
日から10月31日までの2か月間の販売期間を設け、町民の皆さまに等しく購入できるよう対応しました。期間中は多くの皆さ
まにご購入いただきましたが、すべての町民の皆さまに購入いただくことは難しく、11月19日（日）に残りのプレミアム商品券を
特別販売いたしました。下の写真はその時のお買い求めいただいた様子です。左側が横田の商工会経営支援センター前、右
側が三成の商工会本所前です。11月20日には完売し、発行総額は10,300万円余りとなり、地元消費につながりました。
町民のみなさまに感謝申し上げ、引き続き地元のお店・事業者をご愛顧いただきますようよろしくお願いいたします。

地域経済の維持、発展には、事業者の世代交代だけでなく、第３者承継やＭ＆Ａ、起業家の育成等の総合的な事業
承継に関する支援が必要です。商工会では、一般社団法人ＳＴＡＧＥ代表理事 田口 壽洋 氏（山口県）を講師に招
き、今後を担う後継者や若手経営者を主な対象として、人・地域・経営資産等を引き継ぐ後継者への動機づけと意識啓発
を行い、円滑な事業承継を促進することを目的としたセミナーを開催しました。事業や地域の強みを最大限活用して未来へ
引き継ぐことが必要であり、足許にある資源を今一度磨き上げ、時流に見合った「ひと・まち・しごとの創生」を推進することが重
要であり、「人から『選ばれるまち』をつくりあげることが大事である」という講師の言葉が印象的でした。

昭和48年に創設された小規模事業者経営改善資金（マル経融資）融資制度は、小規模事業者の経営をバックアップ
するために商工会の推薦に基づき無担保・無保証人で融資を受けることができる日本政策金融公庫の融資制度です。この
マル経融資制度が令和5年10月に50周年を迎えました。これまでの普及と推進、小規模事業者のご利用に対し、天崎渉
松江支店⾧様から当商工会に感謝状が贈呈されました。これからも商工会は小規模事業者の皆さまをサポートし、地域経
済の発展に貢献していく所存です。マル経融資設備資金を利用した際には奥出雲町独自の利子補給の支援策があります。
ご融資の条件はありますが、まずはお気軽にご相談ください。

島根県商工会女性部連合会では今年度SDGｓを目標に活動をしています。奥出雲町商
工会女性部は、持続可能なまちづくりについて学ぶため、研修委員会の企画により広島県の
尾道本通り商店街等において視察研修を行いました。この商店街には100年以上続く老舗か
ら新規出店者による独自性あふれるショップまで多様な店舗が並んでいます。当日は同商店
街連合会理事⾧高垣氏に商店街の現状とこれからのまちづくりについてお話を伺い、その後、
実際に街歩きをしました。「自社が提供でき、顧客が望んでいて、他社が提供できないものは何
か。」まちづくりにもこの考えを活かし、奥出雲にしかできないものを探っていきます。

そのほか、世羅高原～因島でとれた新鮮な農産物、魚、肉、柑橘類が揃い早朝から活気あふれる「ええじゃん尾道」、母の
寺ともよばれる「耕三寺」、空と海と大理石のコントラストからインスタ映えスポットとしても知られる「未来心の丘」を見学し、見
聞を深めるとともに、部員同士の親睦も深められ、実りの多い視察研修となりました｡

焚火の着火剤となるフェザースティックを手作り
しました。夜は三井野原のきれいな星空の下、
ドラム缶風呂を体験していただきました!
星空の美しさが圧巻でした!
青年部の活動を、ぜひインスタグラムで
ご覧ください!!

お気軽に

ご相談ください。


